
 
平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 

 
                              自 平成２８年４月 １日 
                              至 平成２９年３月３１日 
１ 会 議 
（１）幹 事 会        平成２８年 ７月 ８日（金） 
（２）通 常 総 会        平成２８年 ８月１８日（木） 
（３）監 査        平成２９年 ６月２０日（火） 
 
２ 事 業 
 
（１）災害対策支援事業（（一社）栃木県建設業協会） 
 
    災害発生時に、建設業界による自主的な災害復旧活動の支援や、被災地への物資の支援
   等を行うために、土のう袋５，６００袋、大型土のう袋１５０袋、ブルーシート４０枚を
   購入した。 
 
（２）建設ふれあい事業 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 
    実 施 日      平成２８年４月２日（土） 
    実施場所  総合運動公園軟式野球場（Ａ） 
    参 加 者      約３００名 
    内 容      建設業のイメージアップを目的とした総合スポーツゾーン整備事業のＰＲ 

及び建設機械の搭乗体験「空から建設現場を見てみよう！」を実施し、事業
の内容や建設業の魅力について、地域の皆様に体験を通して理解してもらう
ためのふれあい事業を実施した。 

 
  ② 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 
    実 施 日      平成２８年１１月２７日（日） 
    実施場所  総合運動公園サッカー・ラグビー場周辺 
    参 加 者      約２００名 
    内 容      建設業のイメージアップを目的とした総合スポーツゾーン整備事業のＰＲ 

及び地域参加型で桜の植樹を実施し、事業の内容や建設業の魅力について、
地域の皆様に体験を通して理解してもらうためのふれあい事業を実施した。 

 

（３）土木の日事業（土木学会関東支部栃木会と共催） 
 
    実 施 日      平成２８年１１月７日（月） 
    実施場所  栃木県総合文化センター 
    参 加 者      ２９４名 

・ 土木学会選奨土木遺産認定授与式 
    認定遺産  『わたらせ渓谷鐵道関連施設群』 
    所在地   栃木県日光市・群馬県みどり市・群馬県桐生市 
    管理者   わたらせ渓谷鐵道株式会社 
  ・ 講演 
    講  師  四家 千佳史氏（コマツレンタル㈱代表取締役会長） 
    演  題  ｢建設現場の未来を考える～IoTによる建設現場の生産性向上 

への取り組み～｣ 
   
 
 
 
 



（４）現場見学会事業 ＜２件＞ 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 
    実 施 日      平成２８年１２月２日（金） 
    実施場所  KOMATSU美浜機械センター（千葉県千葉市美浜区新港232-1） 
    参 加 者      １６名 
 
  ② 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 那須支部 
    実 施 日      平成２９年１月２４日（火） 
    実施場所  大田原市佐良土地内（一般国道294号 小川湯津上バイパス） 
    参 加 者      大田原市立佐良土小学校 約４０名 
 
（５）クリーンアップ事業 ＜２件＞ 
 

① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 芳賀支部  
    実 施 日      平成２８年７月２０日（水） 
    実施場所  真岡市田町地内 五行川外 
    参 加 者      ７０名 
 

② 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 日光支部 
    実 施 日      平成２８年１１月１２日（土） 
    実施場所  日光市七里から馬返し（日光いろは坂女子駅伝のコース） 
    参 加 者      １０４名 

  
（６）講師派遣事業 ＜３件＞ 
 
  ① 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 

実 施 校  栃木県立宇都宮工業高等学校 
    実 施 日      平成２８年９月２３日（金） 
    講義内容  建設業における安全教育及びインターンシップの心構えについて 
    参 加 者  １２０名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 糟谷 淳 氏 
 

② 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 
実 施 校  栃木県立今市工業高等学校 

    実 施 日      平成２８年１０月４日（火） 
    講義内容  建設業における安全教育とインターンシップのための心構えについて 
    参 加 者      ３９名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 橋爪 良行 氏 
 
  ③ 実施団体  （一社）栃木県建設業協会 

実 施 校  栃木県立真岡工業高校 
    実 施 日      平成２８年１１月２日（水） 
    講義内容  インターンシップのための安全教育について 
    参 加 者  ３９名 
    講 師      建設業労働災害防止協会栃木県支部 森戸 明 氏 
 
（７）広報事業 ＜８件＞ 
    
  ① 主 催 者      余笹川流域連携ネットワーク 
    実 施 日      平成２８年７月２日（土） 
    実施場所  那須町余笹川ふれあい公園 
    参 加 者      約２５０名 

内 容      毎年恒例の記念行事「川はともだち～川の日記念事業～」において、地域
住民や子供たちが「かわ」とふれあい、「かわ」への愛着感を育むことを
目的として、各種イベント（マスのつかみ取り、河川清掃、建設機械搭乗



体験等）を実施した。 
 
  ② 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 芳賀支部 
    実 施 日      平成２８年１０月４日（火） 
    実施場所  芳賀遊水地（五行川防災ヤード） 
    参 加 者      芳賀北小学校４４名、真岡土木２０名、警察５名、消防９名、市町１６名 
    内 容      災害発生時における防災関係機関との連携等を再確認し、防災訓練を通じ

て地域住民やマスコミに広報した。 
 

③ 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 青年経営者連合会 安蘇支部FACE 
    実 施 日      平成２８年１０月５日（水） 
    実施場所  佐野市立戸奈良小学校 
    参 加 者      児童４０名他 

  内 容      建設業の役割について講義を行うとともに、高所作業車やバックホウなど
の搭乗体験などを実施し、建設業の魅力をＰＲした。 

 
④ 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 青年経営者連合会 下都賀支部 

    実 施 日      平成２８年１１月１８日（水） 
    実施場所  下野市立吉田西小学校 
    参 加 者      小学校８９名、栃木土木２名、建設業協会３３名、市１名他 

  内 容      建設業の役割について講義（紙芝居等）を行うとともに、高所作業車やバ
ックホウなどの搭乗体験などを実施し、建設業の魅力をＰＲした。 

 
⑤ 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 日光支部 青年の会 

    実 施 日      平成２８年１１月２２日（火） 
    実施場所  日光市立小来川小学校 
    参 加 者      ４５名 

  内 容      建設業の役割について講義（紙芝居等）を行うとともに、高所作業車やバ
ックホウなどの搭乗体験及びコンクリート打設作業体験などを実施し、建
設業の魅力をＰＲした。 

 
⑥ 主 催 者  (一社)栃木県建設業協会 青年経営者連合会 鹿沼支部青年の会 

    実 施 日      平成２８年１２月６日（火） 
    実施場所  鹿沼市立中央小学校 
    参 加 者      小学校５８名、鹿沼土木６名、建設業協会１４名 

  内 容      建設業の役割や防災の重要性について講義を行い、建設業の魅力をＰＲし
た。 

 
⑦ 主 催 者      （一社）栃木県建設業協会 下都賀支部 

    実 施 日      平成２８年１２月１７日（土） 
    実施場所  小山栃木都賀線（栃木市平柳工区） 
    参 加 者      一般来場者約６００名、栃木土木７０名、建設業協会６０名 

  内 容      開通式に伴い、施工状況の写真パネルの展示や工事概要パンフレットの配
布を行い、公共事業の必要性などを広報した。 

 
⑧ 主 催 者  （一社）栃木県建設業協会 那須支部 

    実 施 日      平成２９年２月９日（木） 
    実施場所  大田原市立佐久山小学校 
    参 加 者      小学校３８名、大田原土木１０名、警察２名、消防６名、市２名、建設業

協会３５名 
  内 容      防災講習会（災害から暮らしを守る建設業・警察・消防の役割について）

を実施し、建設業の魅力をＰＲした。 
 
 
 
 



（８）スマイル一声運動 
     

建設業のイメージアップを図るため、スマイルポスターを２、５００枚印刷し、各事業
所に配布・掲示するとともに、工事現場周辺の住民等に対し笑顔でのあいさつを励行した。 

 
（９）技術力継承事業 
 

平成２８年度で栃木県土木部（現在の県土整備部）が発足して７０周年になることから、
栃木県土木史 70年史（平成9年～平成28）の発行を行った。 

 
（１０）その他事業 
 

建設業に対する理解促進と有能な人材の確保のため、「建設業界ガイドブック2017」を県
内大学、高専、高校、専門学校等の建設関連学科新入学生に配布した。 

 


